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引き裂かれたウクライナの肖像としての  
『イェレミーヤ・ヴィシュネヴェーツィケィイ公』  
 
原  真咲  
 
《要旨》  
 本稿では、ウクライナの作家イワーン・ネチューイ＝レヴィー
ツィケィイの小説『イェレミーヤ・ヴィシュネヴェーツィケィイ
公』の主人公、イェレミーヤ公が祖国の裏切り者として非難され
るに至る要因を考察する。  
 イェレミーヤは、古より続く偉大な一族の出であるが故の「偉
大であらねばならぬ」という精神的圧迫と、当代の支配者ポーラ
ンド人からの蔑視との間で育つ。結果、彼の中には至高者たらん
とする高慢な自尊心と、自民族への憎悪が育まれる。コサックが
蜂起すると、同じウクライナ人であるイェレミーヤは自らの醜い
相似形である謀反人らを誰より厳しく罰する。祖先は彼を嘲笑し、
母は呪う。ポーランド人は彼でなくライバルを陣代に選出する。
イェレミーヤは、己を承認しなかった世界を憎悪する。  
 芯からのウクライナ人として描かれるイェレミーヤ公は、ふた
つの調和し難い対立軸から受ける圧力の下で引き裂かれ、苦しむ
ウクライナの、あるひとつの実像である。  
 
《キーワード》ウクライナ、ネチューイ＝レヴィーツィケィイ、
ヴィシュネヴェーツィケィイ、ウクライナ文学  
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1.「王は成り上がり、公は生まれなり」 2  
 
 「民衆というものは頭を撫でるか、消してしまうか、そのどちらかに
しなければならない」。 3  さらば当の君主がその民から出でし者ならば如
何。ルーシの未戴冠 の
、、、 、
王
、
たる 公
クニャージ
たちは、まさにルーシの 民から生ま
れた統治者であった。公の権威が何よりその血統に拠って立つものであ
る上は、その出自は彼らの自意識を良きにつけ悪しきにつけ縛りつけた。
自然、彼らは己 の出自を撫 でるか、 自己嫌悪
コ ン プ レ ッ ク ス
に陥って自らを 消してし
まうか、そのどちらかの道を選ばねばなかったのである。  
 ルネサンス華々しき頃、ルーシと呼ばれたウクライナはいまだ公たち
の天下であった。 なかでも秀 でて大 きな力を誇った者 らは《 主筋
しゅうすじ
なる
公
き ん
達
だ ち
》（ Княж ат а голо в н і
ク ニ ャ ジ ャ ー タ ・ ホ ロ ウ ニ ー
） 4  と呼ばれる。彼らはウクライナ の 土地 と
民を外敵から守り、殖産興業に励み、学問を奨励し、信仰と文化を守り
育てて文明的発展を齎しもしたが、やがて「我こそは法なり」と言わん
ばかりの 高慢な振る舞い
ス ワ ヴ ィ ー ッ リ ャ
から、憎しみを込めて 《小王》
コロレウヤータ
と綽名され
るようになった。そして、遂には彼ら自身がルーシの内なる敵となり、
ヨーロッパ文明への憧憬のなかで自壊していったのである。だが、上位
権力を認めぬその不服従の姿勢と独立 不羈
ふ き
の精神はコサックに受け 継
がれ、「コサックの氏族」と謳う今日のウクライナ人がウクライナ人たる
所以となった。  
 本論の主役、「ルブネィーと他のウクライナの諸市村の 公方
く ぼ う
」 5  イ ェ
                                                         
2  原 文 は «R ex  f i t ,  dux  na s c i t u r »。「 詩 人 は 生 ま れる も の 、弁 舌 家 はな る も の 」の
も じ り （ Я ко в е н ко  Н .  М.  Ук р а їн сь ка  ш ляхт а  з  к ін ц я  X І V д о  с ер ед и н и  XV І І  
ст ол іт тя .  В оли н ь  і  Ц ен т р а ль н а  Укр а їн а .  В и д а н н я  д руге ,  п ер егля н ут е  і  
в и п р а влен е .  К и їв :  К р и т и ка ,  2 008  ( в п ер ш е  в и д а н о  19 93 ) .  С .  77）。 16 –1 7 世紀 の ル
ー シ 諸 公 に 纏 わ る 流 行 り 言 葉 で 、 ポ ー ラ ン ド の 選 挙 王 制 を 念 頭 に 、「 王 に な ど
誰 で もな れ よ う が、公 は 生 ま れか ら し て 別 格 なの だ 」とい う 意 味 に 解 釈で き る 。
な お 、本 論 の 翻 訳 は 特記 な き 限 り 筆 者に よ る 。  
3  マ キ ア ヴ ェ リ（ 池 田 廉 訳）『君 主 論 』中 央 公 論新 社 、2 00 9 年（ 200 1 年 初 版）、
16 頁 。  
4  Я ков е н ко .  Укр а їн сь ка . . .  С .  1 0 4 を 見 よ 。  
5  «д ер ж а в ц а  ж ел уб ен ск ій  и  и н и хъ  гор од овъ  и  с ел ъ  Ук р а и н ск и хъ »  ( Вел и чко  С .  
Л ѣтоп и сь  соб ы т ій  въ  ю гоз ап а д н ой  Р о с с іи  въ  XV I I - м ъ  в ѣк ѣ .  К і евъ ,  18 48 .  Т.  1 .  С .  
94 ) .  « Д ер жа в ец ь
デ ル ジ ャ ー ヴ ェ ツ ィ
»の 訳 は 、 Ко ва л е н ко  О .  С а м ур а й с ьк і  х р он ік и .  Од а  Нобун а ґ а .  
К и їв :  Д ух  і  Л іт ер а ,  2 01 3 が 公 方 を «д ер ж а в ец ь »と 訳 す の を 参 照 。守 護（ В оє в од а）、
将 軍 （ Гет ь ма н） も 同 様 。 な お 、『 君 主 論 』 は ウ ク ラ イ ナ 語 で は «Д ер ж а в ец ь »と
言 う 。  
 58 
レミーヤ・ヴィシュネヴェーツィケィイ公も、まさにそうした《小王》
の 1 人であった。歴代ヴィシュネヴェーツィケィイ公の御膝下であった
チェルカーセィ地方出身の作家イワーン・ネチューイ＝レヴィーツィケ
ィイ（ І ван  Неч уй -Лев ицький,  1838–1918）が小説『イェレミーヤ・ヴィ
シュネヴェーツィケィイ公』（ «Князь  Єрем ія  Виш нев ецький»,  1897 執筆、
1932 公刊） 6  で描き出したのは、古のキエフ大公の末裔にして、コサッ
クの梁山泊
、、、
《ザポローッジャ 城柵
シ ー チ
》の開祖、祖国と民、そして《正し
き信仰》の 守護者―様々に褒 め称 えられてき たルーシ の公の一 族、ヴ
ィシュネヴェーツィケィイ家の御曹司が、この世の覇者になることを夢
見ながら、如何にしてウクライナ史上最悪の裏切り者になったかである。 
 だが、我々は物語に入る前にまずこの綺羅星の如き公の来し方を振り
返っておきたい。  
 
2. 彼岸の公方  
 
 16 世紀末、ウクライナの地平線を遥かに超える《公国
、、
》、ヴィシュネ
ヴェーッ チナ （ Виш нев еччина）が出 現する 。「全 ウクラ イナの 真に 頼も
しき 御楯 」 7  と讃 えら れた メ ィハ ーイ ロ・ オレ ク サー ンド ロ ヴィ チ・ ヴ
ィシュネヴェーツィケィイ公（ Ми ха йло  Олекс андро вич  Виш нев ецький,  
1529–1584）のチェルカーセィ及びカーニウ代官としての 2 0 年を超す奉
公に報いて王が特例的に認めた世襲領である。 8  元来、ウォレィーニの
片隅の町ヴィーシュネヴェツィ（ Ви шнев ець）9  の公であったヴィシュネ
                                                         
6  本 論 で は 原 書 は Н ечу й - Ле ви ц ьк ий  І .  К н яз ь  Є р ем ія  В и ш н ев ец ь к и й  :  р ома н .  
Ха р к ів :  Ф ол іо ,  2 015 を 用 いる 。引 用に は 翻 訳 のみ 記 載 し  [  ]  で 該 当 頁 数 を 示 す。 
7  後 述 す る 讃『 エ ピ ケ ー デ ィー オ ン 』の 詩 句 。原 文 は С т ор оже н ко  А .  В .  Ст е ф а н ъ  
Б атор ій  и  Д н ѣп р ов ск і е  коз а к и :  і з сл ѣд ова н и я ,  п а мя т н и к и ,  д ок ум ен т ы  и  з а м ѣт к и .  
К іев ъ ,  1 90 4 .  С .  17 6 に収 録 さ れ て い る。  
8  ヴ ィ シ ュ ネ ヴ ェ ー ッ チ ナ 、 代 々 の 公 の 活 動 に つ い て は 右 参 照 。 Ви р с ьк ий  Д .  
В и ш н ев еч ч и н а :  п ер ш і  п ер ем оги  і  п ер ш і  сор ат н и к и  ( 15 55– 15 95  рр . )  / /  Укр а їн а  в  
Цен т р а ль н о - С х ід н ій  Є в р оп і .  2 015 .  В и п .  15 .  С .  117 –12 4 ;  Б р ег а  В .  В олод ін н я  
к ня з ів  В и ш н ев ец ь к их  у Л ів об ер еж н ій  Ук р а їн і  в  XV I– XV I I  ст ол іт тях  / /  
Н іж и н сь ка  ст а р ов и н а .  2 012 .  В и п .  1 4 .  С .  39 –4 4 ;  К рив е н ко  І .  П .  Тр ад и ц і ї  
мец ен ат ст ва  к н я з ів сь кого  р од у В и ш н ев е ць к и х  ХV І - п ер ш ої  п олов и н и  ХV І І  ст.  / /  
Тех н іч н а  е ст ет и ка  і  д и з а й н .  К и їв :  В и д а в н и ц тв о  К НУ БА ,  20 13 .  В и п .  12 .  С .  9 0–
103 ;  Гри с ьк і в  В .  Шля х и  ф орм ува н н я  з емл ев олод ін ь  к н я з ів сь ко ї  р од и н и  
В и ш н ев ец ь к и х  / /  Гур ж і їв сь к і  і стор и ч н і  ч ит а н н я :  З б ір н ик  н ауков и х  п р а ц ь .  200 9 .  
В и п .  3 .  С .  16 7– 173 .  
9  時 代 に よ り 、現 ウ ク ラ イ ナ 、テ ル ノ ー ピ リ 州、ズ バ ー ラ ジ ュ地 区 の ヴ ィ ー シ
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ヴェーツィケィイ公は、やがて東部の開拓都市ルブネィー（ Лубни）1 0  に
己が《公座》を据えて権勢を誇った。同時に、ウクライナ中東北部は彼
らの許で大開発され、実に今日そこにある市町村の多くが蒙古襲来以来
の荒廃から彼らのお蔭で復興したか、新たに創建されるかして生まれた
のである。そして、彼らの築いたルブネィー・ポルターワ地方はやがて
ウクライナ最大の哲人スコウォロダーを生み、ポルターワ人コトリャレ
ーウシケィイの手をして近代ウクライナ文学を創出せしめ、同地方の方
言は現代ウクライナ語の規範に定められた。ヴィシュネヴェーツィケィ
イなくして今日のウクライナなしと言って、果たして過言であろうか。  
 我らが主役イェレミーヤ＝メィハーイロ・コレィブート・ヴィシュネ
ヴェーツィケィイ公（Єремія-Михайло Корибут  Вишневецький, 1612–51） 1 1  は、
そのメィハーイロ公の孫であり、ヴィーシュネヴェツィ及びルブネィー
公にして、ヴィシュネヴェーッチナ第 5 代領主であった。今日ではヤレ
ーマ （ Ярем а） と呼 ぶの が 普通 だが 、本 論で は 小説 に 合わ せて イ ェレ ミ
ーヤと呼ぼう。官職にあっては、ハーデャチ代官（ 1634–51）、カーニウ
代官（ 1646–51）、ルーシ守護（ 1646– 51）を歴任し、ドニプ ロ ー 川 彼 岸 に
自らの 《国》
デ ル ジ ャ ー ワ
1 2  を領したことから《 ドニプロー川越し
ザ ド ニ プ ロ ー ウ シ ケ ィ イ ・
の 公 方
デルジャーヴェツィ
》と
呼ばれた。ドニプロー川の彼岸とはまったくの化外の地であり、異人タ
タールが跋扈する無人の荒野が広がり、ウクライナやポーランドの冒険
者たちが驚異と栄光を求めて遥々出掛けていく、そんな危険な境界地帯
である。イェレミーヤ公は、その地の《王》となったのである。  
 だが、彼の生涯は安寧なものではなかった。 1 3  1616 年、正教会聖職
者によって父メィハーイロ公が毒殺された上に、母子は王命により追放
される。母子は親戚に庇護されるが、1619 年には母を失う。長じてリヴ
                                                                                                                                                         
ュ ニ ヴ ェ ツ ィ 都 市 型 大 村 （ В и ш н ів ец ь） 或 い は 隣 村 ス タ レ ィ ー イ ・ ヴ ィ ー シ ュ
ニ ヴ ェツ ィ （ Ст ар и й  В и ш н ів ец ь） を 指 す 。  
1 0  現 ウ ク ラ イ ナ 、ポ ル タ ー ワ 州 の地 区 中 心 市 。2 代 領 主 オ レク サ ー ン ド ル 公 が
城 を 普請 し た 。  
1 1  Во йт ови ч  Л .  В .  К н я ж а  д об а :  п орт р ет и  е л і т и .  Б іла  Ц ер к ва ,  2 00 6 .  С .  65 7 .  
1 2  こ の 用 法 で は「知 行 地 」と 訳 す のが 適 当 で あ ろう（ Лі тв і н  Г.  З  н а р од у р усь кого .  
Шля хт а  К и їв щ и н и ,  В оли н і  т а  Бр а ц ла в щ и н и  ( 15 69 –1 648 )  /  П ер .  з  п оль сь к .  Л е с і  
Ли с ен ко .  К и їв :  Д ух  і  л і т ер а ,  2 01 6 .  С .  3 99 –40 1 及 び 訳 註 С .  401 –4 11 参照 ） が 、 «
д ер ж а ва
デ ル ジ ャ ー ワ
»の 語 義 か ら し て 広 義 の 《 国 》と 解 釈 し て 間 違い な か ろ う 。  
1 3  イ ェ レ ミ ー ヤ公 の 伝 記 は 、 主と し て 右 を 参 照し た 。 Wida c k i  J .  Knia ź  J a r e ma .  
Ka t o wi c e :  Wyda wn i c t wo  „ Ś lą s k” ,  1 98 4 ;  Ру д ни ц ьк ий  Ю.  В .  Іє р е м ія  В и ш н ев ец ь к и й :  
С пр об а  р е а б іл і т а ц і ї .  Л ь в ів :  П ір а м ід а ,  2 0 08 .  
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ィーウのイエズス会コレギウムで教育を受ける。したがって、生涯の敵
となるコサックの将軍ボフダーン・フメリネィーツィケィイとは同窓生
である。続いてオランダ、イタリア、スペインなど西欧諸国を遊学した。
1632 年に帰国するや、ギリシア正教からローマ・カトリックへの改宗を
公表する。その一方で、母方の従叔父である府主教ペトロー・モヘィー
ラによるルーシ正教会再編の時代、イェレミーヤは教会の改革と自立を
目指す従叔父の政策を世俗面、つまりは政治経済と軍事面から支えた。
1 4  
 イェレミーヤは宮廷軍を自ら率い、彼の祖先らがしてきたように、ウ
クライナ東 辺と南辺 の国境を 守り、 侵略者や破 壊者―特 に、クリ ミア
汗
ハ ン
国、モスクワ国家、モスクワが煽動する東南部の叛乱コサック―と
戦っ た 。 1 5  その 一 方 で近 隣 の 領主 に 対し て も 容赦 な く 、時 に は 力尽 く
で、父の没後に横領された領地を取り戻しただけでなく、さらに新たな
土地を手中に収め、数多くの都市や村を興した。彼の代でヴィシュネヴ
ェーツィケィイ公はさらなる大大名に成り上がった。歴史家フルシェー
ウシケィイは彼のルブネィー領を「ウクライナとポーランドはおろか、
恐ら く 全 ヨー ロ ッ パに も 」 比肩 す る もの な し と書 く 。 1 6  領内 で は 、国
王の 定 め た法 律 よ りも 父 祖 伝来 の 公 の法 典 が 効力 を 持 った 。 1 7  私 有す
る兵力は平時で 1 千から 1 千 5 百を数え、有事の際は 8 千から 1 万 2 千
を動 員 で きる 体 制 を取 っ て いた が 、 1 8  こ れは 当 時 の共 和 国 では 桁 外 れ
の兵力であった。 1 9  
 だ が 、 彼 の 生 命 た る ヴ ィ シ ュ ネ ヴ ェ ー ッ チ ナ は
フメリネィーツィケィイの乱
フ メ リ ネ ィ ー ッ チ ナ
の 主戦 場 とな っ た 。イ ェ レミ ー ヤは ル ブ
ネィーの宮城を捨て、西部へ退却を強いられる。共和国軍が無残な敗戦
                                                         
1 4  Ру д н иц ьк и й .  Іє р ем ія . . .  С .  3 5– 43 を 見 よ 。  
1 5  Та м с а мо .  
1 6  Гру ш е вс ьк ий  М.  С .  І ст ор ія  Укр а їн и - Р уси :  в  11  т. ,  1 2  к н .  /  Ред кол . :  П .  С .  
С оха нь  ( голо ва )  т а  ін .  К и їв :  Науко ва  д умка ,  1 991  ( в п ер ш е в и д а н о :  К и їв - Л ь в ів ,  
190 7 ) .  Т.  6 .  С .  28 6 .   
1 7  Я ков е н ко .  Укр а їн сь ка . . .  С .  1 2 4 を 見 よ 。  
1 8  Та м с а мо .  С .  11 9 を 見よ 。  
1 9  数 え 方 が 資 料に よ り 異 な る が、共 和 国 最 大 の大 名 ザ ス ラ ー ウシ ケ ィ イ 公 が 常
備 し たの は 歩 兵 10 0、竜 騎 兵 5 0、タ タ ー ル 騎 兵 3 0、及 び 各 城 市の 守 備 兵 が 百 数
十 ず つ で あ っ た （ Гав ри л юк  І .  Ф ун к ц і о н ува н н я  п р и ват н их  ма гн ат сь к и х  а рмій  
пр отя гом  п ер ш их  р ок ів  Хм ель н и ч ч и н и  (1 64 8 –1 64 9  рр . )  / /  В існ и к  К и їв сь кого  
н а ц іон а ль н о го  ун ів ер с и т ет у  і м ен і  Та р а с а  Шевч ен ка .  І стор ія .  К и їв ,  2 013 .  В и п .  3 .  
С .  14 参 照 ）。  
 61 
を重ねるなか孤軍奮闘し、英雄となる一方、乱への加担を疑った領民に
対する過酷な刑罰が大いに不評を呼び、人心を失う原因となった。 2 0  フ
メリネィーツィケィイが彼と王冠領旗持官 2 1  とを名指して書いた「こ
の二人の貴人こそ 万
よろず
悪の根源なりて、その胴欲と癇性とにより国土を
殆
ほ と
ど無に帰せし めり」 2 2  はイェレミ ー ヤ公につ いて述 べると きに必ず
引用されるフレーズで、彼がウクライナの不倶戴天の敵となったことを
印象づける。  
 1651 年 6 月ベレステーチュコの決戦でコサック軍を撃破するも、同年
8 月 20 日パーウォロチ 2 3  で客死。遺書で父母の眠るヴィーシュネヴェ
ツィ へ の 埋葬 を 望 んだ が 、 2 4  かの 町 も叛 乱 軍 によ る 占 領と 略 奪 を受 け
ていたため遂に願いは叶わず、ソカーリ 2 5  で仮埋葬されるがさらに追
われ、結局ポーランドの 聖十字架山
シフィェンティ・クシシュ
のベネディクト会教会 2 6  に埋葬
された。 2 7  
 彼が改めて脚光を浴びたのは、シェンキェヴィチのベストセラー『火
と剣もて』（ „Og n ie m i  miec ze m”,  1884）によってであった。カトリック
教国ポーランドの熱烈な愛国者として描かれ、一躍ポーランド人の国民
的ヒーローに祭り上げられたのだ。さらに、ポーランド人の英雄願望は
シェンキェヴィチ読者をしてイェレミーヤ公の《聖遺骸》を発見せしめ
た。崇拝者らの主張によれば、ミイラ化した公の遺骸は聖十字架山の聖
三位一体小聖堂に安置されていたという。現代ポーランドの研究者たち
                                                         
2 0  К ри п’ я ке ви ч  І .  П .  Б огд а н  Хм ель н и ц ь к и й  /  В ід п .  р ед .  Ф .  П .  Шевч ен ко ,  І .  Л .  
Бут и ч ,  Я .  Д .  Іс а є в и ч ,  2 - е  в и д . ,  в и п р а вл ен е  і  д оп ов н ен е .  Л ь в ів :  С в іт,  19 90 .  С .  8 5 .
を 見 よ。  
2 1  ア レ ク サ ン デル・コ ニ ェ ツ ポル ス キ の こ と だが 、書 状 で は 官職 名 の み で 呼 ば
れ て いる 。  
2 2  L i s t  od  C h mi e ln i c k i e go  d o  R z e cz p t e y  / /  Па мя т н и к и ,  и зд а н н ы е К і ев ско ю  
комми с сі ею  д ля  р аз б ор а  др ев н и хъ  а кт овъ .  Т.  1 .  Изд а н іе ,  с ъ  д оп олн ен ія ми .  К і евъ ,  
189 8 .  С .  30 9 .  
2 3  現 ウ ク ラ イ ナ 、 ジ ト ー メ ィ ル 州 、 ポ ピ ー リ ニ ャ 地 区 の 村 。 17 世 紀 当 時 は 都
市 。  
2 4  Я ков е н ко  Н .  М.  “ По гр еб  т і л у моє м у  в и б и ра ю  с  п р ед к и  мо є ми ” :  м ісц я  п охо ва н ь  
в оли н сь к и х  к н я з ів  у  X V –  с ер ед и н і  X VI I  ст ол іт ь  / /  Д з ер ка ла  ід ен т и ч н о ст і .  
Д о сл ід ж ен н я  з  і ст ор і ї  уя вл ен ь  т а  ід ей  в  Укр а їн і  XV I –  лоч ат к y X V II I  стол іт тя .  
К и їв :  Lа f u r us ,  2 01 2 .  С .  10 9 ,  1 21 .  
2 5  現 ウ ク ラ イ ナ、 リ ヴ ィ ー ウ 州の 地 区 中 心 市 。  
2 6  現 ポ ー ラ ン ド共 和 国 、シ フ ィェ ン テ ィ・ク シシ ュ 県 、ノ ヴ ァ・ス ウ ピ ャ 村 の
聖 三 位一 体 小 聖 堂 。  
2 7  Ro ma ńs k i  R .  Ks ią ż ę  J e r e mi  Wiś n io wi e ck i .  Wa r s z a wa :  B el lo na ,  2 00 9 .  S .  34 3 .  
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は偽 物 で ある と 指 摘し て い るの だ が 、 2 8  今日 で も修 道 院 では 件 の ミイ
ラは《ポーランド救国の志士の遺骸》として祀
、
って
、、
いる
、、
。  
 ウクライナでは、改宗やコサックとの対立から稀代の裏切り者として
今日まで語り継がれている。ルブネィーでさえ、町の発展に最大の功績
のあったヴィシュネヴェーツィケィイ公を記念する碑が建てられたのは
ようやく 2016 年 9 月のことであった。ソ連以来の記念碑文化の根強いウ
クライナにしては極めて遅い顕彰だが、それでも再評価の一端である。  
 一般に、ポーランドの研究者、作家・詩人の多くが英雄化・理想化す
る一方、ウクライナの側では「裏切り者、自民族に対する処刑人」と酷
評する。人柄については毀誉褒貶が激しいその一方で、軍事的才能につ
いては両国の研究者のほとんどが高く評価している。 2 9  
 
3. あしたの 子
こ
明星
みやうじやう
よいかにして 天
て ん
より 隕
お ち
しや 3 0 
 
 ネチューイ＝レヴィーツィケィイは、正教からカトリックに改宗した
ウクライナの民を《 変化
へ ん げ
》 3 1  （ Перев ертень
ペ レ ー ヴ ェ ル テ ニ
）と呼ぶ。これは「 魔 術に
よって動物や物に変身する人。誰かまたは何かの姿に化けた悪霊」を意
味し、《人狼》と同様の存在である。 3 2  政治的文脈では、ロシアの帝国
                                                         
2 8  Wid a ck i .  Kn ia ź . . .  S .  2 5 2 .  
2 9  公 の 評 価 は 右を 参 照 。 З им н иц ька  С .  У ч а ст ь  Єр е мі ї  В и ш н ев ец ь кого  у  п од ія х  
На ц іон а ль н о - в и з в оль н о ї  в ій н и  ук р а їн сь кого  н а р од у  к р і зь  п р и зм у п оль сь ко ї  т а  
ук р а їн сь ко ї  і стор іо гр а ф ій  ( с ер ед и н а  X V I I I  –  с ер ед и н а  XX ст. )  / /  Науков і  з ап и ск и  
Тер н оп іль сь кого  Н ПУ  ім .  В .  Гн ат ю ка .  С ер ія :  І стор ія  /  З а  з а г.  р ед .  п р оф .  І .  С .  
З уля ка .  Тер н оп і ль ,  201 4 .  В и п .  2 .  Ч .  1 .  С .  174 –1 80 ;  З и м ни ц ька  С .  Пр облема  з м ін и  
в ір и  п р ед ст а в н и ка ми  р од у к н я з ів  В и ш н ев ец ь к их  у  в і т ч и з н я н ій  т а  з а р уб іж н ій  
і ст ор іогр а ф і ї  д р уго ї  п ол ов и н и  XI X –  п ер ш ої  п олов и н и  XX ст.  / /  Науков і  з ап и ск и  
На ц іон а ль н ого  ун ів ер си т ет у  «О ст р оз ь ка  а ка д е мія ».  І стор и ч н і  н аук и .  О ст р ог,  
201 3 .  В и п .  20 .  С .  1 57 –16 2 .  
3 0  『 イ ザ ヤ 書 』 14 :12。「 も ろ もろ の 國
く に
を た ふ し ゝ 者
も の
よい か に し て 斫
き ら
れて 地
ち
に た
ふ れ しや 」 と 続 く 。  
3 1  変 化 は「 へ んか 」と 紛 ら わ しい の で 、「 へ ん げ」の 場 合 は 以 下《 変 化 》、引 用
中 で は変 化
、 、
と 書 く 。  
3 2  伊 東 一 郎「 ス ラ ヴ 人 にお け る 人 狼 信 仰」『国 立 民 族 学 博物 館 研 究 報 告』6( 4 )、
198 2 年 は「 狼 以 外 に も，犬 や 猫 など の 動 物，茂 み や 切 株 など に も 変 身 す るこ と
が で き об ор от ен ь  [ ob o r o t en ’ ]（「 変 身 で き る 者」と い う ほど の 意 味 ）と も 呼 ば れ
る」と す る（ 7 68 頁）。こ の «об ор от ен ь »と は «п ер ев ерт ен ь »の こ と 。人 狼 と 吸 血
鬼 の 自在 な 変 身 能 力 につ い て は 、種 村 季 弘『 吸 血 鬼 幻想 』河 出 書 房 新 社 、 1 98 3
年 、 1 02 頁 も見 よ 。 彼 ら は 、犬 猫 蝙 蝠 や 様 々 な動 物 、 干 し 草 の山 な ど に も 化 け
る こ とが で き る 。  
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主義に迎合することで私利を得た、要はロシア人に化けて
、、、
出世したウク
ライナ人に対して使われた。シェウチェーンコは『暴かれた墓』（ «Розрит а  
мог ила» ,  1843） 3 3  で、《母たるウクライナ》の「処刑を手伝う」《変化》
を描く。 3 4  
 《変化》と呼ばれるイェレミーヤ公は、血に飢えた狼人のように人々
を襲って流血を招く。特に嬉々として励むのが串刺しの刑であるが、物
語の描写は史料に基づいている。例えば、コサックの連隊長マクセィー
ム・クレィウォニース（ Максим  Кривон іс ,  1600 頃 –48）はザスラーウシ
ケィイ公に宛てた書簡に「ただ我らに対しイェレミ〔イェレミーヤ：引
用者〕公、 執念
し ゅ う ね
しくいますれば、民を 虐
せ こ
ぎ、首を刎ね、串刺しにな
し給え り。 四方
よ も
、町々の 広場 に絞首 台が 立ち、 今や 無実 の者 ら串刺 し
にされおり。我らが僧ども、眼を 彫
え
られてはべり」 3 5  と記し、フメリ
ネィーツィケィイの書簡にも「だが今でも、無思慮かつ迂闊にも我らに
飛び掛かり、キリスト教徒の道からも騎士道からも外れし作法にて、我
らがキリスト教徒の民に、罪なき領民に酷たらしき暴虐と没義道を働き
しヴィシュニョヴェツキ公殿下が元で、罪なきキリスト教徒のみか、我
らが聖職者を串刺しにすべく仰せ給えり。もし是、我軍のクシヴォノス
〔クレィウォニー ス〕が如き田 夫が 行いならば 怪
け
しかるまじ。とまれ
この者如何な闘諍も許されておらず、都市破壊の許も得ささざりし上は、
左様なること仕るべくもあらじ」 3 6  とある。後世の評価も、コサ ッ クの
三大年代記のうち 2 つ、ヴェレィーチュコの年代記 3 7  とフラブヤーンカの
                                                         
3 3  Ш е в че н ко  Т.  Г.  Розр ит а  мо ги ла  / /  Пов н е  з ібр а н н я  т в ор ів :  У  12  т.  Т.  1 :  По е з і я  
183 7– 184 7  /  Р ед кол . :  Є .  П .  К и р и лю к  ( гол ова )  т а  ін .  К и їв :  Науко ва  д умка ,  1 98 9 .  С .  
169 –1 70 .  
3 4  「 お お 、 ボ フ ダ ー ン *よ ！ ／ 愚 か な 息 子 よ ！ ／ 今 こ そ 母 を 御 覧 な さ い 、 ／ そ
な た の ウ ク ラ イ ナ を 〔 … 〕 ／ 私 の 大 事 な お 墓 * * も ／ モ ス ク ワ 兵 が 暴 こ う と す
る ･ ･ ･ ･ ･ ･。〔 … 〕／ 同 時 に 変 化
、 、
た ち は／ 成 長 し て ／ モ スク ワ 兵 た ち を 手伝 え ば よ い
／ 主 人に な る の を 、／ そ し て母 か ら 手 織 り の ／シ ャ ツ を 奪 い 取る の を ／ 手 助 け
な さ い 、人 でな し た ち よ 、／ 母 の 処 刑を 」（ *ロ シ ア に よ る ウ ク ラ イ ナ 併合 の 原
因 を 作っ た ボ フ ダ ー ン・フ メ リ ネィ ー ツ ィ ケ ィイ 。**自 我 の 依 拠 す る 祖 先の 記
憶 、 歴史 、 共 同 体 の 象徴 。）  
3 5  L i s t  od  Kr z ywon os a  do  x c i a  im c i  p .  wo i e wod y  S a n do mi r s k i ego ,  d i e  2 5  ju l i j  1 64 8  
/ /  Па мя т н и к и . . .  С .  2 52 .  
3 6  L i s t  C hm i e ln i ck i e go  d o  p p .  ko m m iss a r z o w,  z  ob oz u  s we go ,  d i e  19  a ug .  1 648  / /  
Та м ж е,  с .  2 77 .  
3 7  Вел и чко .  Л ѣтоп и сь . . .  С .  9 5–9 6 を 見 よ。  
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年代記 3 8がヴィシュネヴェーツィケィイ公の悪行を描写する。ポーラン
ド人にしても、同時代人のなかには敵対者も多かった。なかんずく、王
冠領大法官 3 9イェジ・オッソリンスキ（ Je r z y O sso l ińsk i,  1595–1650）は
イェレミーヤ公を指して「暴漢に 将軍
ヘ ト マ ン
職を授くるは、狂人に抜き身の
剣を授くるに同じ」 4 0  と述べたという。  
 ネチューイ＝レヴィーツィケィイの作品執筆の動機には、このような
人物を美しい英雄として描いて人気を博したシェンキェヴィチ作品への
反発もあったであろう。  
 だが、イェレミーヤは本来、ルーシの民の信望厚く、栄光に輝く一族
の期 待 を 一身 に 背 負っ た 星 だっ た の であ る 。 4 1  ヴィ シ ュ ネヴ ェ ー ッチ
ナはその規模と役割においてまさにウクライナそのものであり、その主
ヴィシュネヴェーツィケィイ公はウクライナの民から出た彼らの《王》
であった。なぜ、光を齎す明けの明星は地に堕ちねばならなかったのか。
作家は公の凋落を個人的悲劇と民族的国家的悲劇との 複 合
コンプレックス
として見、
彼の精神の苦悩に踏み込むことによりその後のウクライナの運命を悪い
方へ決定づけた事件の深奥を覗こうとしている。よって我々は、暫しこ
の覇王のコンプレックスに付き合わねばならない。  
 
4. 忘れられぬ祖先たちの影  
 
 イェレミーヤのコンプレックスの源は、 3 つに大別できる。第一に偉
大な祖先への対抗意識と劣等感、第二にポーランド人支配者への迎合と
内心における反発や憎悪、第三に不毛な女性関係である。 3 つに通底す
るのは、周囲からの強いプレッシャーと絶え間ない緊張関係（対等な人
間関係構築の不可能性）、それを撥ねつけようとする強い自負心である。 
 第一の点は、偉大な祖先であるコサック将軍バーイダ・ヴィシュネヴ
ェーツィケィイに対してイェレミーヤの抱く憧れ、自らも斯くの如くな
                                                         
3 8  Гр абя н ка  Г.  Л ѣтоп и сь  га д я ч ска го  п олко в н и ка  Гр и гор ія  Гр а бя н к и .  К і евъ ,  1 85 3 .  
С .  52 を 見 よ 。  
3 9  ポ ー ラ ン ド 王国 の 大 宰 相 。  
4 0  Szajnocha  K.  Dwa la t a  dz i ejó w nasz ych .  (Dokończenie)  / /  Dzieła  Karola  Sza jnochy.  
T.  10 .  Warszawa,  1878 .  S .  8 .  
4 1  ル ー シ の 民 か ら の 信 望 は 、 Я ков е н ко  Н .  Кого  т оп ч ут ь  кон і  з в и тя ж н о го  
Кор и бут а :  д о  з а га д к и  к и є в о - м оги ля н сь кого  п а н ег ір и ка  1 64 8  р ок у «M a i or es  
Wis z n i e wi e c c i o r u m » / /  Д з ер ка ла . . .  С .  3 15 –34 0 を 見 よ。  
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らんとする野心に始まり、道を外れて人生に失敗したイェレミーヤに対
するバーイダの嘲笑に終わる。  
 
 そして、彼〔少年イェレミーヤ〕の思いは遠く飛び立った。小鳥と
なって飛び立ち 、どこか際 限のな い 広原
ス テ ッ プ
を翔け、海を 越え、その
海の向こうを、ずっと遠くへ、どこか別の豊かな国へ、古の公にして
コサックのバーイダ・ヴィシュネヴェーツィケィイが駆け巡ったかの
国へと飛び立ったのだった ･ ･ ･ ･ ･ ･。  
 若き公には今やこう思われたのだ、自分が親許を離れたのは、あた
かも舫いを解いて無限に広がる蒼き海原へ漕ぎ出した如くであり、そ
うして幸運と偉大なる栄光、あらゆる公たち、将軍たち、そして王た
ちの栄光を霞ませ、全世界の目を眩ませるような栄光を見つけるのだ
と ･ ･ ･ ･ ･ ･。そして、 彼の名と 栄光に纏 わる評判は津 々浦々ま で伝わり、
歌に謡われるのだと。そんな評判が、栄光の騎士ヤレーマ・バーイダ
＝ ヴ ィ シ ュ ネヴ ェ ー ツ ィ ケ ィ イ の コ サ ッ ク の 栄 光あ る 活 躍 の 歌 と な
って歌われたように。 [ 6 ]  
 
 成人し、故郷に戻ったイェレミーヤはウクライナ東部に新しい居場所
を見つけたと思う。  
 
 「よし自由の 広原
ス テ ッ プ
に聳えるこの山の 上に住まいを定 めよう。ウ
ォレィーニの本領は自分には窮屈だ。あのサングーシュコだの、ザス
ラーウシケィイだの、オストロージュシケィイだの、ズバーラジュシ
ケィイだの、ほかの大名どもに囲まれ暮らすのは。ここに大名はいな
い。王権だって及ばない。こここそ我が王国と知行国だ。この自由の
地に我が唯一の自由が生まれるのだ。この広原で分領公の如くなって
やる。コステャンティーン・オストロージュシケィイ公の如き。この
ドニプロー川彼岸の際限なき領地の王となるのだ。何人
な ん ぴ と
も我が道を
遮りはしない。ここに宮殿を築こう。最良の、王宮の如き。大軍を率
いて広原のタタールを襲い、栄光を勝ち取り、或いはタタールの広原
を切り取り、クリミアも征服しよう。それからワルシャワへ行き、我
が兵を引き連れ、我が旗をワルシャワの諸々の通りに掲げ、大名ども
の目をこの己の力で、栄光で眩ませ、全ポーランドで、全ウクライナ
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で第一の人物となろう。そのときこそ古のヴィシュネヴェーツィケィ
イ公の一族は再び輝きを取り戻すのだ。その後は ･･ ･ ･ ･ ･或いは王冠が待
っているかも知れぬ。ポーランドでならあり得ることよ ･･ ･ ･ ･ ･。」 [ 16–
17]   
 
 ここでは、民謡の主人公バーイダ 4 2  が表すような現世忌避と自由の
渇望が示されている。イェレミーヤは、ルーシの公の秩序やポーランド
の王権、すなわち《この世界》を嫌う。だが、実際には彼の道をモスク
ワが遮り、ポーランド人入植者が遮り、民を煽る正教会が、逃散する頑
迷な農民が、粗野なコサックの叛乱者が遮ったのである。物語は、イェ
レミーヤの挫折を記す。コサック将軍になるという幼き夢は、かくして
現実に打ち砕かれる。彼の憎しみと攻撃欲動はかつて己が夢見、今や己
を強く失望させたもの、ウクライナ＝ルーシへと向かう。だが彼は、不
撓不屈のルーシの公である。いくら 自 意 識
アイデンティティー
をウクライナから引き剥が
し、リトアニア大公の血族に結びつけようとしても、倦むことを知らず
何度でも立ち上がるその姿が、何度討たれても立ち上がるコサックの姿
の相似形となる。  
 
 「ええい！  〔正教会の〕坊主どもには骨の折れることよ！  ここ
ルブネィーの地に根を張って末代までの居とし、無人の広原を人で満
たし、産業を興して財を成さねばならぬというに！  これぞ我が力な
のだ！  この広原からは金銀が川となって我が長持に流れ込もう。そ
のときこそ分領公として兵を率い、 2 万、 3 万からなる兵を率いてあ
らゆる大名のなかで最も強く、至高なる位に就き、貴人、大名、王に
号令しようというものを。〔…〕我が祖父バーイダ・ヴィシュネヴェ
ーツィケィイのなったが如きコサックの将軍になどなりたくもない。
コ サ ッ ク の 会議 じ ゃ フ レ ィ ツ ィ コ ー だ か パ ウ リ ュー ク だ か が こ う 叫
び や が る の だ 。『 戦棍
ブ ラ ワ ー
4 3を 奉 還 せ よ ！ 』 尻尾振り
クルティフヴィースト
だ か 、 ドヤ顔
ザデレィモールダ
だか知らんがお前を将軍の座から引き摺り下ろし、戦棍を手から奪い
                                                         
4 2  ウ ク ラ イ ナ 民謡『 バ ー イ ダの 歌 』に つい て は、原 真 咲「コ サ ッ ク の バ ーイ ダ 、
ま た は ド メ ィ ト ロ ー ・ ヴ ィ シ ュ ネ ヴ ェ ー ツ ィ ケ ィ イ 公 の マ ニ エ リ ス ト 的 転 回 」
『 文 化の 汽 水 域 ～ 東 スラ ヴ 世 界 の 文 化的 諸 相 をめ ぐ っ て ～ 報 告集 』東 京 外 国 語
大 学 、 20 1 7 年 、 27 –5 3 頁 で 述 べ る 。  
4 3  ポ ー ラ ン ド 、 リ ト ア ニ ア 、 ウ ク ラ イ ナ に お い て 、 全 軍 を 統 べ る 将 軍 （ 元 帥 ）
の 権 標。  
 67 
取るのだ。〔…〕コサックどもも、奴らの将軍どもも、ウクライナは
撃滅して死ぬまでぶっ叩いてやらねばならぬ……。だが、そのために
は 領 地 の 力 が必 要 だ ！  財 の 力 が ！  兵 の 力 が ！  ル ブ ネ ィ ー の 地
から全員、ポーランドの大名小名すらも追い出して、奴らの土地を力
尽くでも奪い取り、兵を揃えてドニプロー川にしっかと陣を構え、そ
の後はさらにワルシャワに陣を構えて我が軍旗を、ヴィシュネヴェー
ツィケィイ公の、オーリヘルド〔リトアニア大公アルギルダス〕が一
門の旗を掲げるのだ！〔…〕」 [ 27 ]  
 
 だが、郎党に裏切られた彼はルブネィー落ちを余儀なくされる。その
別れの場面である。  
 
 御者たちははや、馬を引き出し、 撥条付四輪箱馬車
カ レ ー タ
につけようと
していた。イェレミーヤは昼食を慌てて掻き込むと、留守居の家人ら
を呼びつけ鍵を預けた。イェレミーヤは、部屋を見回した。上階へ行
き、最後にホールを通り抜け、机を見、必要な物や高価な物が卓上や
引き出しに忘れられていないか見、そして最後にホールを見渡した。
壁に掛かる金の額縁からは、古の祖先たち、歴代のヴィシュネヴェー
ツィケィイ公が彼を見下ろしていた。楽しげな黒い眼で見下ろすのは、
剃り上げた頭に 豊かな髪の 一房を乗 せ、右手に 箙
えびら
を携えたコサッ
ク将軍バーイダ・ヴィシュネヴェーツィケィイであったが、何やらイ
ェレミーヤを、その夜逃げじみた大慌ての出立を笑っているかのよう
であり、父君メィハーイロは厳しい眼差しを送っていて、祖父も、叔
父ユーリイも、皆イェレミーヤを怒りの眼差しで見送っているようで
あったが、なんとなれば、この憎むべき子孫は浅はかにも誉れ高き己
が一族とその功 績から永久 に退行し 、祖先たちを神 の 意志
み こ こ ろ
に向か
って、まいては恥辱の上に投げ捨てたからであった。 [ 152]  
 
 バーイダ・ヴィシュネヴェーツィケィイとは、歴史上のドメィトロー・
ヴィシュネヴェーツィケィイ公（ Дм ит ро  І вано вич Вишнев ецький,  1517
頃 –1563 または 64）を指し、 4 4  図像は 160 3 年に描かれたコサック風の
                                                         
4 4  ド メ ィ ト ロ ー・ヴ ィ シ ュ ネ ヴェ ー ツ ィ ケ ィ イ公 に つ い て は 、原「 コ サ ッ ク の
バ ー イダ 」 を 見 よ 。  
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肖像画 4 5  が念頭にあると思われるが、本当はこれはイェレミーヤ公の
祖父ではなく、従大伯叔父、つまり祖父の従兄弟に当たる。歴史上の祖
父メィハーイロ公もコサックの将軍として知られ、現代の百科事典には
「ウクライナ・コサックと共和国のなかで最も有能な将帥の 1 人と目された」4 6と
記される。生涯を通じてクリミアやモスクワと戦い、 4 7  死後その栄誉が
追悼歌『エピケーディーオン』（ «E p iced io n»,  1585）に謡われた。 4 8  彼
はウ ク ラ イナ の 特 に登 録 コ サッ ク の 発展 に 寄 与し 、 4 9  ド ン・ コ サ ック
軍も組織した。 5 0  物語では経歴の似た 2 人の祖先が習合されていると
見てよかろう。  
 
5. 嗤うバーイダ  
 
 父祖たちの怒りの眼差は当然として、バーイダの嘲笑は何を意味する
のか。象徴的に若死にしたバーイダは、自由を愛する永遠の《放蕩者の
コサック》としてあり続ける。肖像画のバーイダが浮かべる笑みは、こ
の憂さ知らずの気儘な自由人の笑みである。イェレミーヤの夢は最初、
そ ん な自 由 人 に な る とこ ろ か ら 始 ま っ た 。少 年 時 代 の 彼 が夢 見 た の は 、
「どこか別の豊かな国」でコサックの将軍、すなわち自由の王になること
であり、その豊饒の国を馬で自由に駆け回ることであった。その国は場
所も曖昧でただ海の向こうの土地であるとしか説明されないが、豊饒性
                                                         
4 5  肖 像 画 に つ いて は Ви н ар .  К н я з ь . . .  С .  11 を見 よ 。 図 版 は 原「 コ サ ッ ク の バ ー
イ ダ 」に 掲 載 し て い る。  
4 6  С у ш и н с ьк ий  Б .  І .  В с е св і т н я  коз а ц ь ка  е н ц и к лоп ед ія .  Од е с а :  В и д а в н и ч и й  д і м  
Я ВФ »,  2 00 7 .  С .  59 .  
4 7  経歴は右参照。Вир с ький .  В ишн ев ечч ин а . . . ;  Грис ькі в  В .  В.  Кня з і  Ви шн ев ецьк і  –  
виз н ачн і  пр ед ст а вн ик и  на ц іон а льн о ї  е л іти  / /  Науков і  запи ск и В інн ицького 
д ерж ав н ого  п еда гог ічн ого  ун ів ер сит ету і мен і  М и ха й ла  Коц ю б и н сь кого .  В и п .  Х І V.  
С ер ія :  І ст ор ія :  З б ір н и к  н ауков и х  п р а ц ь  /  З а  з а г.  р ед .  п р оф .  П .  С .  Гр и горч ука .  
В ін н и ц я ,  20 08 .  С .  1 2 ;  Миц и к  Ю.  А .  В и ш н е в ец ь к і  / /  Ен ц и к лоп ед ія  і ст ор і ї  Ук р а їн и :  
Т.  1 :  А– В  /  Р ед кол . :  В .  А .  С м ол ій  ( голо в а )  т а  ін .  Н АН  Ук р а їн и .  Ін ст и т ут  і стор і ї  
Укр а їн и .  К и їв :  Науко ва  д умка ,  2 0 03 .  С .  5 19 .  
4 8  原 文 は 、 前 掲 の С то роже н ко .  Ст е ф а н ъ . . .  С .  1 59 –25 5 に 収 録さ れ て い る 。  
4 9  С т ор оже н ко .  Ст е ф а н ъ . . .  С .  71 ,  1 24 を 見 よ 。  
5 0  ド ン 地 方 で の 活 動 に 関 し て は 右 を 見 よ 。 Та ти щ е въ  В.  Н .  Л екси ко н ъ  
р о с с ій ской  и ст ор и ч е ской ,  г ео гр а ф и ч е ской ,  п оли т и ч е ской  и  гр а ж д а н ской .  
С а н кт - Пет ер бур гъ ,  17 93 .  Ч .  2 .  Г  –  Ж .  С .  16 9 ;  Б р ех у н е н ко  В .  Сто сун к и  
ук р а їн сь кого  коз а ц т ва  з  Д он ом у  XV I  –  с ер ед и н і  XV I I  ст.  К и їв - З ап ор іж ж я :  РА  
«Та н д е м - У»,  1 9 98 .  С .  3 6 ,  7 4 ;  Гр и с ькі в .  К н яз і . . .  С .  1 2 .  
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によってのみ特 徴づけられ る彼岸の 国とは、 理想郷
ア ル カ デ ィ ア
であり、祖先の国
すなわち冥府を想起させる。 5 1  主人公の旅とは、母へ向かう旅である。
5 2  だ が、 イ ェレ ミ ー ヤは 終 始 、父 系 によ っ て のみ 継 承 され る 公 とい う
身 分 に 囚 わ れ る 。 彼 が 各 地 に 築 い た の も 理 想 郷 で は な く 、 幾 何 学 的
理想都市
ユ ー ト ピ ア
たるルネサンス式城郭であった。  
 バーイダの住まう夢の国への遁走を失敗したイェレミーヤが飛び込ん
でしまったのは、イエズス会のバロック的誇張法の世界である。彼の行
動原理はマニエリストたるバーイダの無際限の遊戯から「バロックの壮
大な動きの独特の威厳の身振り、その光輝燦然たる外向性、その説得す
、、、
る
、
雄弁性と代表者たらんとする意志」 5 3  によって形作られる硬直の世界
原理へ乖離した。イェレミーヤは言う。「だが我らは奴らに対し証を立て
ようではないか、見せつけ証そうではないか、我らが奴らの手本であっ
て、奴らが我々がための手本ではないということを」 [ 155]。彼を取り巻
くポーランドの貴人らは、酒宴を張っては大言壮語し、喚いて暴れる。
彼らが思わせるのは、大仰な身振りで硬直したバロックの彫像である。
その世界で目指されるのは、「なによりもまず改宗させることである
、、、、、、、、、、、、、、、、、
」。5 4
カトリックへの改宗、ポーランド化は、したがってバロック人になるこ
とを意味する。旧秩序からの脱却を試みるマニエリスムの反‐古典主義
的世界に対し、新秩序というネオ‐古典主義的世界の構築を目指すバロ
ックは、マニエリスムの亜種的手法を用いつつも、人々を誘うのは制外
者の自由へではなく、新たな堅気の道
、、、、
へである。バーイダの如く現世秩
序を拒絶したイェレミーヤが行ったのはしかし、己が「王国と知行国」
を作ること、すなわち、新たな秩序体系の構築であった。矮小化して言
えば、彼の生涯とは汗水垂らして荒野を拓き、家を建て人を集めて住ま
わせ、法を定め税を取り決め、経営に勤しんだ模範的な勤め人、律儀で
                                                         
5 1  ウ ラ ジ ー ミ ル・プ ロ ップ（ 齋藤 公 子 訳）『魔 法 昔 話 の 起源 』せり か 書 房、19 8 3
年 、 9 6–9 8 頁 を 見 よ。  
5 2  プ ロ ッ プ に よ れ ば 、「 こ の 旅 は 、 花 婿 が 妻 の 氏 族 に は い る こ と 、 母 方 居 住 婚
を 反 映し て い る」（ 齋 藤公 子 訳『魔 法 昔 話 の 研 究  口 承 文芸 学 と は 何 か』講 談 社 、
200 9 年 、 22 0 頁）。 ま た、「 妻 の 王 国に や っ て来 た 男 に は 氏 族が な 」 く、「 新 し
い 名 前」を も ら うの で あ る が、こ れ も ド メ ィ トロ ー 公 が そ の 名と 氏 素 性 を 失 い
コ サ ック の 通 り 名 「 バー イ ダ 」 で 呼 ばれ る こ とに 通 じ る 。  
5 3  グ ス タ フ・ルネ・ホ ッ ケ（ 種村 季 弘 訳）『 文 学に お け る マ ニ エリ ス ム  言 語 錬
金 術 なら び に 秘 教 的 組み 合 わ せ 術 』 平凡 社 、 2 012 年 （ 原著 19 59 年）、 2 52 頁。
傍 点 は引 用 元 の 通 り 。  
5 4  同 上 、 2 52 –2 53 頁 。 傍 点 は引 用 元 の 通 り 。  
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実に凡庸な小市民的経営者のそれではなかったか。コサックの襲撃を前
に彼の抱く「まさか、神よ、我が事業は、我が黄金の希望は駄目になっ
てしまう のか？  まさ か我が ルブ ネ ィーの地 は失わ れてし まうの か！ 」 
[ 139]  とい う心 の叫 びは、 無為 の遊 び人バ ーイ ダから は出 よう のな い言
葉である。そこには、トルコからモスクワまで、帝国を股に掛け陸に海
に無 秩 序に 暴 れま わ る バー イ ダの 豪 快さ も 、「 死 を 前に し た泰 然 」 5 5  も
微塵もないではないか。イェレミーヤは必死になって自由を獲得しよう
としたが、結局それはイエズス会士の敷いたレールの上を転げてバロッ
ク的アレゴリーのポーズを取っていたに過ぎなかった。それゆえ、マニ
エリストのバーイダは笑うのである。それはまた、コサック将軍を夢見
た若き日のイェレミーヤ自身からの、ドッペルゲンガーからの嘲笑であ
る。物語の終盤、イェレミーヤの遣る方ない憤懣は、バーイダ譲りの現
世嫌悪と絡まり合って、このバロック世界の支配者たるポーランドへの
憎悪として爆発し、やがては自己へ内向する。  
 なおその一方で注意しなければならないのは、彼が対峙するコサック
たちもバーイダではない、ということである。彼らもまたバロックの囚
われ人であり、激しい誇張法によってイェレミーヤに張り合う、彼の《合
わせ鏡》である。イェレミーヤの血筋は繰り返し強調される。「イェレミ
ーヤ公は、ことわざに言う『ルーシ人のように頑固』だったが、という
のも実際ルーシ人だったのである」 [ 223]。彼の持つ魅力、豊かさ、身体
的力とその延長線上にある軍事力はすべてウクライナに由来するものと
解説されており、彼の持つ野蛮さ、暴力性もまた、ウクライナに由来す
るものと見做さねばならない。  
 物語のクライマックスとなるペィーリャウツィの合戦の場面では、彼
が如何にコサック的であるかの描写が一挙に増す。彼は先祖返りし、コ
サック将軍バーイダ・ヴィシュネヴェーツィケィイの皮肉なパロディー
となるのである。  
 
〔…〕翌日、早い正餐の時刻に〔貴人たちの〕輝ける一隊はスタレィ
ーイ・コステャンティーニウから程近いペィリャーウカ川の岸辺に置
かれたイェレミーヤの陣営を目にした。陣は、ペィリャーウカ川まで
                                                         
5 5  Гру ш е вс ьк ий  М.  С .  Б а й д а - В иш н ев ец ь к и й  в  по е з і ї  т а  і ст ор і ї  / /  З ап и с к и  
ук р а їн сь кого  н ауков о го  т ова р и ст ва  у К и є в і .  К и ї в ,  1 90 9 .  Т.  3 .  С .  112 .  
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続く広い谷間の古い楢林の傍に置かれていたが、それは貴人たちが思
わず馬を止め、ざわついたほど質素な様相を呈していた。  
 「おや、一体我々はどこへ乗り入れてしまったのかな！」ザスラー
ウシケィイ公が箱馬車から大声を上げた。「どうも我々は間違ってイ
ェレミーヤの陣に着かなかったのかな。もしや、コサックの部隊へ迷
い込んでしまったのではあるまいな？」 [ 218]  
 
 イェレミー ヤは、百姓 の 長上着
ス ヴ ィ ー タ
と見紛うばかりの質 素な臙脂の
織物から縫わ れた 長上着
ジ ュ パ ー ン
を着、黄色の古 びた、すでに 黒ずんで汚
れた 革長靴
サプヤンツィー
を履いていた。豪奢な大名連の前では、まるで 平
ひ ら
の
ザポローッジャ衆かボフダーン〔・フメリネィーツィケィイ〕軍のコ
サックのように見えた。 [ 219]  
 
 共に《成り上がり者》であるイェレミーヤとコサックたちは、蠟燭の
焔がまっすぐ上を目指すように、同じ《自由》の頂点を目指す。両者の
争いは、ふたつの《自由》の衝突である。これは、自由と暴力の闘争の
顕現 で あ る。 5 6  だが 、競 い 合 って 激 しく 燃 え 上が る ふ たつ の 焔 は互 い
を炙り、やがては双方の蠟燭とも燃やし尽くして焔自体、消えてしまう
だろう。  
 
6. この世の支配者、ポーランド人  
 
 イェレミーヤの強迫観念に繰り返し現れる《力》と《至高者となる》
という発想は、彼の受けた虐待への反作用である。それは、第一にはポ
ーランド人支配者によるルーシ人、《 分裂
シ ス マ
派》に対する社会的圧迫、第
二には幼年期からの母親による強権的支配である。  
 第一の虐待の精神的側面は、少年イェレミーヤを養父コステャンティ
ーン・ヴィシュネヴェーツィケィイ公がリヴィーウのイエズス会コレギ
ウムに連れてきた場面に現れる。  
                                                         
5 6  フ ロ イ ト は 「 権 利
レ ヒ ト
」 を こう 説 明 す る 。「 と こ ろ で わ た し は 「 権 力
マ ハ ト
」 と い う 語
で は な く 、 も っ と む き だ し の 強 い 言 葉 、「 暴 力
ゲヴァルト
」 と い う 言 葉 を 使 い た い と 思 い
ま す 。現 代 のわ た し た ち は 、暴 力 と 権利 は 対 立す る 概 念 だ と 考え て い ま す 。し
か し 実 際 に は こ の ふ た つ は た が い に そ れ ぞ れ が 結 び つ い て 発 達 し て き た の で
す 」（ 中 山 元 訳 『 人 は な ぜ 戦 争 を す る の か  エ ロ ス と タ ナ ト ス 』 光 文 社 、 2 0 08
年 、 1 2 頁）。  
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 〔…〕コステャンティーン公が答えた。「イェレミーヤは我が再従
弟の息子にて、栄光あるコサックの将軍ヤレーマ・バーイダ＝ヴィシ
ュネヴェーツィケィイの孫にございます。」  
 「栄光の樹の栄光の若枝！  ギェディミン〔リトアニア大公ゲディ
ミナス〕とヤギェウォ〔大公兼ポーランド王ヨガイラ〕の一門の若枝」
とヴィンツェンティ神父は若きイェレミーヤに言い、イェレミーヤの
足先から頭まで鋭い眼差しを走らせた。〔…〕  
 「コステャンティーン公よ、全ウクライナとポーランドの殿下の栄
光の一族よ！  殿下の古のご先祖は、リトアニアの公でございました」
神父は言った。  
 「ルーシのでもあった」コステャンティーン公は強調して付け加え
たが、それというのも彼はまだしっかりポーランド化していなかった
からだ。 [ 10–11]  
 
 イェレミーヤは、この学校で自民族への軽蔑と父祖伝来の信仰への嫌
悪を植え付けられる。精神の植民地化である。イエズス会士は、敢えて
リトアニアの公として大仰に賞賛することにより、ルーシの公であるヴ
ィシュネヴェーツィケィイ公を慇懃無礼に貶めている。この発言は、前
掲の「オーリヘルドが一門の旗」という考えに結びつく。  
 《身内》に対する彼の攻撃欲動は、かつて夢見た理想の世界を、祖国
と自民族の齎した失望によって失ったことの反動だけでなく、自我を投
影する対象であるそれらをポーランド人つまり支配者が激しく攻撃する
ことによって拍車がかけられるのである。彼らは、イェレミーヤを特例
化し回避しな がら彼の眼 前で彼の 民族と祖国
ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー
を誹謗するこ とにより、
安全な《名誉ポーランド人》の位置に居続けたいと意識下で思うイェレ
ミーヤをして、《醜い自分》である攻撃対象の自民族と祖国への迫害者の
急先鋒たらしめるのである。ポーランド人たちは、何度もイェレミーヤ
が「もうポーランド人になった」ことを確認したがる。一方、イェレミ
ーヤはそれに対して非常に冷めた感情を持っている（「彼にはどうでもよ
かったのだ。ウクライナ人であるか、ポーランド人であるかなど。信仰
も彼 に とっ て はた だ それ な しに は 彼 の所 期 の至 高 の目 的 が達 し 得な い
上辺
う わ べ
の形式に過ぎなかった」 [ 36 ]）。彼の攻撃欲動のメカニズムは、こ
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うであろう。「侮辱されたり、無視されたり、失望を味わうなど、愛と憎
しみという対立が忍び込んだり、すでに存在していたアンビヴァレンツ
が強められるようなあらゆる状況がきっかけとなりうるのである。〔…〕
愛する対象そのものは放棄されたのに、対象への愛だけは放棄できない
と、その人はナルシシズム的な同一化へと逃げ込む。そして愛する相手
の代わりに自我を備給の対象とするが、その対象に憎悪が働くようにな
る。そして自我を罵倒し、侮辱し、苦しめることで、サディズム的な満
足がえられるのである」。 5 7  
 《身内》であるルーシの民に対して向けられる捻れた憎悪の精神構造
は、やがてあらゆる《身内》なるものに対して向けられることになる。
国会が自分を陣代 5 8  に選出しなかったという知らせを齎した部下に対
して、その憎悪は初めて破裂する。  
 
 〔…〕豪勢に着飾ったこの士族は、光に向かって天幕の入り口のカ
ーテンのあいだに立っていた。士族が纏う、金糸でストライプが刺繍
された輝くばかりの高価な赤い上着は、明るい反射を暗い天幕のなか
に 振 り 撒 い てい た 。 安 価 な 毛 織 物 で 作 ら れ た 質 素な 黒 い 上 着 を 着 て
〔士族〕ジェィンコフスキに並んで立つイェレミーヤは、まるで士族
と同格の一兵卒のようであり、黄金と輝きのなかに立つ士族は公のよ
うであった。その士族はひたすらオッソリンスキのことやカザノフス
キのこと、その他公の忌まわしい敵たちについて話し続けた。イェレ
ミーヤは、不快な知らせを齎した使番をまじまじと見つめているうち、
その赤い上着も、金の縫い付けも、空色のズボンも忌まわしくなって
きた。イェレミーヤは聞きながらこの士族自体にも憎悪し出し、その
声 も ま る で 彼の 呪 う べ き 敵 た ち の 国 会 で の 会 話 のよ う に 聞 こ え て き
て忌まわしく思われた。怒りは増して胸中に募り、驟雨に遭った川の
水の如くであった。イェレミーヤはどうにか手を抑えた。今にも刀の
鞘を払い、あの頭を斬り落とし、この不快な知らせをワルシャワから
齎した舌を切り離してやりたいという衝動に囚われた。 [ 203–204]  
 
                                                         
5 7  フ ロ イ ト 「 喪と メ ラ ン コ リ ー」『 人 はな ぜ 戦 争を す る の か 』 11 7 頁 。  
5 8  将 軍 （ H et ma n） を 補 佐 し 、 ま た そ の 不 在 時 に 名 代 と し て 軍 を 指 揮 す る レ ギ
メ ン タシ ュ（ R eg i m en t a r z）の こと 。王 冠 領 将 軍は 正 副 と も 敵 軍の 捕 虜 と な っ て
不 在 であ っ た た め 、 陣代 が 必 要 と な った 。  
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 その後は、自分を承認しなかったポーランドに対する憎悪は募る一方
である。憎悪の原因は、この誇り高い不屈の公子に対して少年時代から
施された自虐的教育によって彼が抱いた密かなる、しかし強い反発心に
裏打ちされた自己保存欲動である。彼の生涯の撥条はそこにこそあった
のであるが、それは彼が愛を理解できないという問題と結びつく。  
 
7. 欠落したる母、または反母  
 
 イェレミーヤにおける愛の欠如は、母性の欠如によって基礎づけられ
る。  
 本作では父親的存在は一見ほとんど登場しない。だが、真に欠落する
のは《母》なのである。すなわち、父メィハーイロ公の突然の死は、母
ライーナをして《家父長的母》たらしめた。それは《父》のように能動
的に指示を出し、息子を脅迫する《反母》である。この母親は、息子に
自分の言いつけを守るよう《迫る母》、守らなかった息子を《呪う母》の
ふたつの恐ろしい姿でしか作中には登場しない。この母の影に息子は生
涯脅かされる。  
 
 〔イェレミーヤの夢枕に立った亡母が言う。〕「そなたにはくれぐれ
も申したではありませんか、ウクライナに、自分の言葉と信仰に背い
てはならぬと。それなのに、そなたは妾の言うことを聞かず母国の敵
となったのです。我が呪いは、そなたとそなたの一族にやがて降り掛
かりましょう。なぜなら、そなたは変化
、、
となりウクライナの処刑人と
なったからです。そなたは母国の血を数多流しました。」  
 「まだまだ血の川を流すつもりです。」静かにイェレミーヤは述べ
た。  
 「 ま だ ま だ流 す で す っ て ？  ま だ 足 り ぬ の で すか ！  そ な た は 3
度呪われるがよい、尽未来際！」ライーナは声なくこう述べ、手を差
し伸べた。 [ 143–144]  
 
 チジェーウシケィイは、ネチューイ＝レヴィーツィケィイ作品の特徴
としてこう記す。「レヴィーツィケィイ作品の女性は皆、古いアネクドー
トや格言に現れる《悪女》の好例である。レヴィーツィケィイの女性た
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ちはしばしば若年にあっては好感を呼び人間的だが、年を取るに連れ何
か毒物に満たされていくかのようであり、その毒物は彼女らに平安を与
えず、彼女たちにもその夫にも不要で不快な紛争へと彼女らを導くので
ある」。 5 9  
 イェレミーヤに関わる重要な女性は、主人公の母ライーナと、愛人ト
ドージャであるが、両者の性質はチジェーウシケィイの示す老若の女性
の類型にそれぞれ一致していると言える。一方、もう 1 人の女性、イェ
レミーヤの妻となるグルィゼルダは、女性としての本性を評価されるこ
とがな い（ 例え ば、 イェレ ミー ヤの 目を通 した 評価 とし て、「 女戦士
ア マ ゾ ン
」
や「 天の女帝
ユ ー ノ ー
」のような魅力はあるが「美しいとは言えない」 [ 36 ]  と
はっきり書かれる）。その実イェレミーヤは彼女を高く評価し、愛しても
いるが、それは彼女がまるで騎士（したがって理想化された男性）のよ
うに立派だからである。彼女の存在は別の意味を持つ。  
 
8. 戴冠せざるルーシの王  
 
 17 世紀、ウクライナに空前の大大名が誕生した。絶大な権勢を誇り《ル
ーシの未戴冠の王》と言われながら 1 620 年に断絶した大大名オストロー
ジケィイ公の遺産を併呑した分家、ザスラーウシケィイ公である。キエ
フ大公やルーシ王の末裔であることを誇りとするこの一族は、共和国一
の大名として絶大な財力と相応の影響力を持った。だが、ザスラーウシ
ケィイ＝オストロージケィイ公とヴィシュネヴェーツィケィイ公は犬猿
の仲 で 、 干戈 を 交 えて 激 し く争 っ た こと は 周 知の 事 実 であ る 。 6 0  凡そ
100 年に渡る諍いのなかでウクライナの公たちは勢力を使い果たして衰
微していき、ポーランド人入植者たちに主権を奪われていった。彼らも
また、燃え上がり互いの蠟燭を芯まで焼き尽くす焔であった。  
 イェレミーヤ世代のザスラーウシケィイ公が、オストローフ公にして
タ ル ヌ フ 伯 、 ウ ラ デ ィ ス ラ ー ウ ・ ド ミ ニ ー ク 公 （ Вла дислав  Дом ін ік  
                                                         
5 9  Ч и же вс ьки й  Д .  Л ек ц і ї  з  і ст ор і ї  ук р а їн сь ко ї  л і т ер ат ур и .  / /  П ет ро в  В . ,  
Чи же вс ьк ий  Д . ,  Гл об е н ко  М. ,  Мі рчу к  І .  Ук р а їн сь ка  л і т ер атур а .  І стор ія  
ук р а їн сь ко ї  к ульт ур и .  Ук р а їн сь к и й  в іль н и й  ун ів ер си т ет.  М ю нхен ;  Ль в ів ,  1 99 4 .  
Реж и м д о ст уп у:  [ h t t p : / / i z b o r n yk . o r g . ua / c h yz h / c h y2 2 . h t m]  ( 2 01 7 年 5 月 2 2 日 閲 覧 ) .  
6 0  両 権 門 が 激 し く 争 っ た キ エ フ 地 方 の 状 況 に つ い て は Лі тв і н .  З  н ар од у. . .  С .  
492 –5 27 を 見 よ 。  
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Заслав ський - Ост ро зький ,  1616–56） 6 1  である。彼は 王冠領大司 馬、ルー
ツィク、ペレーメィシュリ、ドレィーナ代官、サンドミェシュ、クラク
フ守護、さらにはポーランド軍総大将の陣代を務めた。作中、彼はその
立派な出自と地位にも拘らず（同様の立場にあるイェレミーヤやポーラ
ンド大名の大言壮語とは対照的に）おとなしく
、、、、、
消極的
、、、
な人物として描か
れる。だが、彼をしてそのような女々しい
、、、、
特質を持つ人物たらしめるの
は、イェレミーヤ公の願望と意志のプリズムなのである。  
 ドミニークはまずイェレミーヤの元学友として現れるが、そこでイェ
レミーヤは己の優位をひけらかす。だが、この元学友なる存在は同時に、
過去を知る点で若き幼きイェレミーヤの影である。さらに、王冠領大法
官トマシュ・ザモイスキの娘で、イェレミーヤの憧れたかのワセィーリ・
コステャンティーン・オストロージケィイ公の曾孫であるグルィゼルダ
が現れると、 2 人はこの高貴な女性を巡って恋敵となる。というより、
元々ドミニークがこの女性に執心だったのを、あとから現れたイェレミ
ーヤが横取りしたのである。  
 グルィゼルダを巡る 2 人の関係は、両人の間にあるホモソーシャルな
関係を匂わせる。イェレミーヤはドミニークが心から欲するグレィゼル
ダを手に入れることにより、ドミニーク自身を象徴的に己の所有物、支
配物とするのである。換言すれば、それは、ドミニークを女性の立場に
貶めることでもある。 6 2  なぜそんな必要があるのか。  
 イェレミーヤにとって、己の醜い合わせ鏡のコサックも、コンプレッ
クスを植え付けたポーランド人も不倶戴天の敵であるが、実は一見取る
に足らないドミニーク公こそ自我を脅かし得るほどの本質的ライバルで
ある。公のアイデンティティーの拠り所がその血筋であることや、イェ
レミーヤの《力》への執着を見てきた。ザスラーウシケィイ公はその由
緒においても、財力においても、ヴィシュネヴェーツィケィイ公を凌駕
し得る存在である。これは、《至高者》を目指して覇道を行くマッチョ主
義者にとっては、自我を脅かすほどの脅威となる。ウラディスラーウ・
                                                         
6 1  こ の 人 物 に つい て の 学 術 的 研究 は ほ と ん ど ない 。 Га ври л ю к  І .  В .  В ла д и с ла в  
Д омін ік  З а с ла в сь к и й  ( 16 16 ‒16 56  рр . ) :  ма гн ат,  п ол іт и к ,  в оє н ач а ль н и к  / /  
С п ец і а ль н і  і ст ор и ч н і  д и сц и п л ін и :  п и т а н н я  т е ор і ї  т а  мет од и к и .  К и їв :  І н ст и т ут  
і ст ор і ї  Ук р а їн и  Н АН Ук р а їн и ,  2 01 4 .  №  2 2‒2 3 .  С .  83 ‒110 を 見 よ 。  
6 2  文 学 に お け るこ の よ う な 表 象に つ い て は、イ ヴ・ K・セ ジ ウ ィ ッ ク（ 上 原 早
苗 ・ 亀澤 美 由 紀 訳）『 男 同 士 の絆 』 名 古 屋 大 学出 版 会 、 2 00 1 年 で 論 じ ら れ る。
特 に 7 5– 10 2 頁を 見 よ 。  
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ドミニーク・ザスラーウシケィイこそ、彼を凌駕して至高者となりかね
ない存在なのである（コサックもポーランド大名も、血筋においては大
したことはないのだ）。潜在的脅威を感じるからこそ、自分ではなくドミ
ニーク公が全軍を統べる陣代に選出されたとき、イェレミーヤはこの上
ない挫折と屈辱を感じたのである。ザスラーウシケィイ公には、永久に
《眠った獅子》のままでいてもらわねばならない。  
 
9. 公は公からのみ生ず、公女からは生じず  
 
 イェレミーヤにおける女性関係の欠落は、公の公たる所以から派出す
る。  
 男尊女卑のポーランドの掟により、共和国では家は男子によってのみ
継承が許された。この制度は、公は公からのみ生まれるという考えに繋
がる。公の息子は公であり、息女は公女であるが、公女の子は公でもな
ければ公女でもない。したがって重要なのは男親であり、息子なのであ
り、女性は単に公の子を宿す仮初の器として以外、介在する余地がない。  
 したがって、騎士のようであるからこそ伴侶として選んだ妻グルィゼ
ルダとの関係が疑われる。イェレミーヤは彼女のなかに女性としての何
らかの価値を見出したのではなく、合法的に婚姻・男女関係を結べる《騎
士》という理想の男性性を見出したのである。すなわち、彼は《至高の
男性》である公のさらなる優れた継承者を生むために、ただの器ではな
く、《騎士》という至高の男性性を備えた模擬的女性パートナーを選んだ
のである。イェレミーヤにとってのグルィゼルダの本性は男性性である。
したがって、 2 人のあいだに生まれた息子は、男性間の反自然的結合に
より生 じた 人工的 《畸 形》、《 不具
ゴ ー レ ム
》なの である 。「〔イェ レミ ーヤ が戴
冠できなかった〕代わりに、イェレミーヤの息子メィハーイロは王に選
出された。無才多病、彼はすぐに没した。彼を以って、ウクライナにあ
ってかつては栄光に輝きもしたヴィシュネヴェーツィケィイ公の一族は
絶えたのだった」 [ 248]。「王になった」が「知能は弱く」、「健康は優れ
ず」、「すぐに没した」という描写は、人の上に君臨し得る超人的能力を
持ちながら、言葉 を知らず、 土塊
つ ち く れ
であり、額の一文字を消 せばすぐに
崩れ去る 擬物
まがいもの
ゴーレムを思わせる（ところで、歴史上のイェレミーヤ
公はポーランド人以外にユダヤ人のあいだで人気がある）。神の御業に手
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を出した人間は、物語上滅びねばならぬのである（歴史上のヴィシュネ
ヴェーツィケィイ公はここでは断絶していない）。  
 これに対し、真の女性として登場するのが彼の愛人となるトドージャ
である。グルィゼルダは共に栄光の子を為す《同志》であり、トドージ
ャは本性的 女性、す なわち男 性の個 人的愛―性 愛または 母性への 執着
―の対象た る《真の 女性》で あっ て、 2 人はまったく 別のカテ ゴリー
の存在である。イェレミーヤに 2 人の女性を同時に愛する葛藤が生じて
いないのはこのためである。しかし、初めて本性を女性とする《真の女
性》に出逢ったイェレミーヤは大いに戸惑い、結局扱いきれずに放り出
してしまう。こうして彼は、生涯与えられることのなかった《母性》を
獲得する最後の機会を失った。  
 バシュラールが言うように「 楽天的な考え
オ プ テ ィ ミ ス ム
は豊饒である」 6 3  のであ
り、その憂さ知らずの豊饒は《母》なる存在からのみ来たる。バーイダ
の陽気な笑みは、陰鬱なイェレミーヤと対比を成す。イェレミーヤには
豊饒の《母》が欠如しており、よって彼はどんな富に囲まれていても、
それは無尽蔵の黄金に囲まれながら餓えるミダース王の定めを免れない。 
 
10. ウクライナの怪物 6 4  
 
 イェレミーヤの近親憎悪は、自身に跳ね返ってくるものであり、した
がって自分に対するサディコ・マゾヒスティックな欲求の発露となる。  
 マリー・ボナパルトはマゾヒズムやサディズムの根源として、細胞膜
を突き通す、或いは体内への「侵入」を挙げ、 3 つに分類した上でその
様態を次のようにまとめる。「すなわち、栄養摂取に役立てられる物質に
対する欲求」、「性の相手に向かう性愛的な傾向」、「苦痛や死をもたらす
かもしれない傷害に対する恐怖」 6 5  である。イェレミーヤにおいては、1
点目は貪欲な領地拡大、特に武力による拡張に表れる。問題は 2、3 点目
                                                         
6 3  ガ ス ト ン・バシ ュ ラ ー ル（ 及川 馥 訳 ）『 水 と 夢  物 質 的想 像 力 試 論 』法政 大 学
出 版 局、 20 08 年 （ 原 著 出 版 1 94 2 年）、 1 84 頁 。  
6 4  筆 者 は、イ ェ レ ミ ー ヤ公 の 怪 物 性 に 着 目 し た報 告「 ウク ラ イ ナ の《 串 刺 し 公》
『 イ ェレ ミ ー ヤ ・ ヴ ィシ ュ ネ ヴ ェ ー ツィ ケ ィ イ公 』 を 巡 る 考 察」 を 20 17 年 5
月 22 日 に 東 京外 国 語 大 学 総 合文 化 研 究 所 に て行 っ た 。これ に 関 し て は、『 総合
文 化 研究 』 第 21 号 、 201 7 年 、 113 – 11 4 頁 に 掲載 さ れ て い る 。  
6 5  マ リ ー ・ ボ ナ パ ル ト （ 佐 々 木 孝 次 訳 ）『ク ロ ノ ス ・ エ ロ ス ・ タ ナ ト ス 』 せ り
か 書 房、 19 68 年 、 30 頁 。  
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で、両者の結合した形として、謀反人、やがて無辜の領民に対する串刺
しの狂宴を見ることができる。ところが、この刑罰の対象者は必ず男性
である。硬い杭を肉体に突き刺す模擬的なレイプ行為を、彼は嬉々とし
て男性に施すのである。この串刺しは、したがって男性に対する男性性
の極度の主張としての、男性に対する 男性的
マ ッ チ ョ
行為と看做すことができ
る。  
 彼 の 性 的 な ニ ュ ア ン ス の あ る 攻 撃 欲 動 と 、 所 々 で 示 さ れ る 現 実 主 義
―宗 教 問題 、 民族 問 題な ど の理 念 的な 問 題へ の 無関 心―は こ う説 明
付けられる。「この破壊的な欲求が、エロス的な欲求や理念的な欲求と分
かちがたく結びつくことで、それらの欲動を満足させやすくなっている
のはたしかなことです。これまでの歴史で犯されてきた残酷な行為につ
いて考えるとき、理念的な動機というものは、破壊的な欲望を充足させ
るための口実にすぎないのではないかと思わざるをえません」。6 6  彼の欲
動は始原的である。「欲動の動きというものはそもそも、エロスの欲動と
破壊欲動で構成されているもの」 6 7  なのであるから。  
 同胞迫害の側面からは、家族や同じ村の人間に祟りを為す人狼、或い
は吸血鬼が想起される。《変化》の首領たる彼岸の公方イェレミーヤ公の
怪物性は、その人間離れした残虐性のほかにも見出される。広大無辺の
土地、汲めども尽きせぬ富、絶大な軍事力、美、足るを知らぬ欲望、壮
大な夢、大 仰な罵り 合い―イ ェレ ミーヤを取 り巻くの は極端な 誇張法
の世界であるが、あらゆる過剰性は英雄性に結びつくと同時に、始原の
とき か ら 生ま れ る 怪物 性 の 特徴 と な る。 6 8 繰り 返し 描 写 され る あ まり
に魅力的な情熱的眼力は、被害者に暗示をかける吸血鬼の赤い邪眼を、
6 9保存されていると信じられているイェレミーヤ公のミイラは、不‐死
者の腐敗しない遺体 7 0  を思わせる。彼の串刺し愛は、トランシルヴァ
ニアの伝説的な串刺し公を想起させる。イェレミーヤは、スラヴを本領
とするヴァンピールのリアリズム文学的表象である。  
 だが、彼の怪物性はすべてウクライナから出たものなのである。なぜ
                                                         
6 6  フ ロ イ ト 『 人は な ぜ 戦 争 を する の か 』 2 7 頁。  
6 7  同 上 、 2 5– 26 頁 。  
6 8  ミ ル チ ア・エ リ ア ーデ（ 松 村 一 男 訳）『 世 界 宗教 史 2』ち く ま 学術 文 庫 、20 00
年 、 1 60– 16 9 頁 。  
6 9  小 野 俊 太 郎『 ド ラキ ュ ラ の 精 神 史 』彩 流 社 、2 01 6 年 、13 6– 13 7 頁 、及び 伊 東
「 ス ラヴ 人 に お け る 人狼 信 仰 」 7 6 9 頁 を 見 よ 。  
7 0  植 村 『 吸 血 鬼幻 想 』 92 頁 を 見 よ 。  
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なら、公は『君主論』の説くような民衆から浮遊した絶対君主ではなく、
《ルーシの民から出たもの》であるからだ。イェレミーヤ・ヴィシュネ
ヴェーツィケィイ公とは、《ルーシの怪物》にほかならない。  
 栄えある祖先を持つ裏切り者イェレミーヤ・ヴィシュネヴェーツィケ
ィイ公は、ヨーロッパとウクライナとのあいだで引き裂かれ荒れ狂う精
神の、グロテスクな結晶である。これを批判的に言えば、人とも動物と
も、有機物とも無機物ともつかない、作者の言う《変化》にほかならず、
ア ジ ア 主 義 者 の バ ー イ ダ を 、 或 い は ヨ ー ロ ッ パ 人 を 模 倣 し た 亜 流 の
擬物
ゴ ー レ ム
に過ぎな いが 、実は それ ほど突 き放 して評 価でき る存 在では な く
て、怪物となったイェレミーヤの悲劇は、引き裂かれたウクライナのひ
とつの実像なのである。  
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Pr ince  Ieremiia  Vyshneve t skyi  a s  a  Por tra it  of  Tor n U kra ine  
 
HARA Masaki  
 
  This  a r t ic le  ana lyses  wha t  makes  Pr ince  Ieremiia ,  the  hero  o f  Ivan  
Nechui -Levyt skyi ’s  nove l  Pr ince  Ie remi ia  Vyshnevet sky i ,  a  bet raye r  o f  h is  
count ry and  peop le .  
  Ier emiia  is  ra i sed  wi th  pre ssu res  that  fo rce  him to  become  the  “grea tes t  
being” because  o f  the  nobi l i ty o f  h is  g lor ious  fami ly f rom t ime 
immemoria l  and  contempt  f rom the  Po les ,  the  cu rrent  ru le rs .  As  a  r esu l t ,  
the  amb it ion  to  be  l ike  the  Most  High  and  the  hat red  for  h is  own  coun tr y 
and peop le  grow in  h is  hea r t .  When  the  Cossacks  r ise  against  the  magnate s ,  
Ieremi ia ,  a s  a  Ukrainian , puni shes  the  insu rgen ts  wi thou t  mercy because  
they a re  the  ana log o f  an  ugly ve rs ion o f  h imse lf .  Hi s  g lo r ious  ances tors  
r id icu le  h im,  and  h is  mo the r  cur ses  h im for  h is  bet raya l .  The  Po les  e lec t  
not  h im as  the  Regimenta rz  o f  the  Crown  Army bu t  h is  r iva l ,  Pr ince  
Zas lavskyi .  Ie remi ia  begins  to  hate  a l l  the  wor ld  that  does  no t  approve  o f  
h im.  
  P r ince  Ie remi ia  is  po r t rayed  by the  au tho r  a s  a  rea l  Ukrain ian  who  
repre sen ts  a  su ffer ing Ukra ine ,  which  is  torn  under  pre ssu res  f rom the  two 
antagoni s t ic  s ides .  
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